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浅海定線調査1．

中嶋昌紀・山本圭吾・辻野耕責

この調査は、全国的に行われている漁海況予報事業（国庫補助事業）の中の浅海定線調査として、内湾の

富栄養化現象と漁場環境の把握を目的に1972年度（昭和47年度）から継続して実施しているものである。

135.200E

西宮
135oE

調査実施状況

1．調査地点

大阪湾全域20点（図1、表1参照）

2．調査項目

一般項目……水温、塩分、透明度、水色、気象

特殊項目……溶存酸素、pH、COD、NIL-N、

NO,-N、NO,-N、pa-p、

Total-P、植物プランクトン出現優

占種とその細胞数、クロロフィルーa

およびフェオフィチン。

＊NH4－N、NOs-N、NO3-N、pcx-pは演

過水を測定。

3．調査回数および実施日

一般項目……毎月1回

特殊項目……年4回（2，5，8、11月）

実 施日 ……表2参照

4．測定層

水温、塩分……O、5，10，20，30m、底層

特殊項目……表層、底層（一部表層のみ）

5．調査船

船名……はやて（39.97トン、300馬力）

船長……榊昭彦

機関長……辻利幸

乗 組員……大道英次、谷中寛和
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図1浅海定線調査定点図

表1浅海定線調査定点位置
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調査結 果

一般項目測定結果を付表－1に、特殊項目測定結果

を付表－2に、プランクトン検鏡結果を付表－3に示

す。表底層別に観測点全点で平均した水温、塩分、透

明度の経年変化をそれぞれ図2、図3，図4に、また

同様の水温、塩分、透明度の1997年（平成9年）の経

月変化を図5、図6、図7に、同年の気温、降水量の

表2浅海定線調査実施日（1997年）

:-院両論論詰詩話差器器器

－1－



変化を図8、図9に示す。また、表底層別に観測点全点で平均したDIN、pcx-p、COD、DOの経年変化

をそれぞれ図10、図11、図12、図13に、DIN、P04-P、COD、DOの月別変化をそれぞれ図14、図15、図

16、図17に示す。さらに2，5，8、11月における各項目の水平分布を図18-(1)～(4)に示す。これらの図か

ら1997年の特徴を主に平年（1972～1996年。特殊項目は1973～1996年）との比較で述べる。なお、文章中の

「やや｣、「かなり」などの階級は次の基準によった。

「平年並み」 Ul<0.6ぴ

「やや」0.6ぴ≦I*|<1.3ff

「かなり」1.3ぴ≦fi¥<2.0ff

「甚だ」2.0ぴ≦Ul

6は平年偏差、ぴは標準偏差を表す。
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図2水温の経年変化（実線…表層、点線…底層。底層の値は下方へ5°Cずらしている｡）
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図3塩分の経年変化（実線…表層、点線…底層｡）
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(a)
透明度の経月変化
点線は平年値（1972～1996）を示し、縦線は各

月に平年値から±ぴ（標準偏差）の範囲を示す。
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b

図5水温の経月変化
点線は平年値（1972～1996）を示し、縦線は各

月に平年値から±ぴ（標準偏差）の範囲を示す。
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図8旬平均気温の平年偏差の変化
（大阪管区気象台）
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図6塩分の経月変化
点線は平年値（1972～1996）を示し、縦線は各

月に平年値から±ぴ（標準偏差）の範囲を示す。
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図12CODの経年変化（表層）
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図14DINの月別変化
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図18－2つづき1997年5月6，7日
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図18－3つづき1997年8月4，6日
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1．水温

1996年12月の平年並みに続いて、1997年1～3月は平年並みとなった。表層では4月にやや高め、5月

に甚だ高めになったが、5月の底層はやや低めだった。6月から10月までは高め基調の平年並み～やや高

めで経過した。11月には低め傾向の平年並みになったものの、12月はやや高めへと転じた。

2．塩分

1997年1～3月は表層ではやや低め～平年並みだったが、底層では高め基調の平年並みだった。4月は

上旬のまとまった降水により表層で甚だ低めになった。5、6月はやや低め～平年並みだったが、7月に

は表層でやや高めへと転じ、その後7月の降水量がかなり多かったため8月にはやや低めになった。9～

11月は平年並みで経過したが、11月下旬にまとまった降水があったため、12月は表層でやや低めになった。

3．透明度

1月はかなり低めだった。このときは赤潮も発生しておらず、低透明度の原因としては調査が強風のた

め2日順延したのちに行われたので、水柱の撹拝により浮泥が舞い上がっていたものと考えられる。2、

3月はやや高めだった。4月は大阪湾の殆どの範囲で雛g彪加"g"w,cosm如加による赤潮が発生したため、

かなり低めになった。4～11月は、7月のやや高めを除いてやや低め～平年並みだった。

4.DIN

2月は平年並みだった。5月は底層でやや低めだった。8月は表層でやや低め、底層でやや高めだった。

11月は底層でかなり低めだった。

5．po.-p

2，5，8、11月ともやや低め～平年並みだった。

6．COD

2月は平年並み、5月はかなり高め、8月は平年並み、11月はやや低めだった。

7．溶存酸素

表層は2，8月はやや高め、5月はかなり高め、11月は平年並みだった。底層はすべて平年並みだった。
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2．気象・海象の定置観測

中嶋昌紀

この調査は毎日定時に定置観測点の気象・海象を観測することによって、海況の変動状況を把握し、漁海

況の予測に役立てようとするものである。

観測点

大阪府泉南郡岬町多奈川谷川2926-1

大阪府立水産試験場

観測項目

気象：気温、湿度、気圧、日射量、雨量、風向・風速(10分間平均）

海象：水温、塩分（水試地先から連続的に汲み上げた海水を測定。取水口は水深5mの地点の海底上1.8m

にある｡）

観測資料の整理方法

1．気象のデータは記録紙上に連続記録される。読みとり方法としてはデジタイザを用いることによって記

録を数値化した。各項目のサンプリング頻度は以下のとおり。

気温、湿度、気圧：03，09，15，21時の4回

雨量、日射量：1日積算値

風向・風速：毎正時（24回）

2．海象のデータは毎正時の値がデータロガ・コンピュータに記録される。月初めに前月分のデータを1ヶ

月分のファイルにして保存した。

作成したデータの平均、作表等はパーソナルコンピュータを用いて行った。原データに欠測が含まれる

場合は、以下の基準に従って平均値等を欠測とした。

日平均値：欠測が総データ数の1／4を超えるとき

旬平均値：日平均値が2日以上欠測のとき

月平均値：旬平均値が1つでも欠測のとき

年平均値：月平均値が1つでも欠測のとき

積算値：原データに1つでも欠測があるときは、日、旬、月、年積算値は欠測

観測結果

観測結果を付表－4に、結果を整理した月別気象表を表1に示す。

なお、気象・海象の観測装置、センサー等はそれぞれ年2回の定期点検を行い、保守・較正している。
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3．大阪湾漁場水質監視調査

中嶋昌紀・山本圭吾・辻野耕責

この調査は、大阪湾奥ならびに東部海域を定期的に観測することによって、流入河川水の動態、赤潮の発

生状況、底層における貧酸素水塊の消長、巨大海中懸濁物の出現状況などを把握することを目的として継続

的に実施している。
135。E

調査実施状況

1．調査地点

大阪湾奥部および東部海域14点（図1、表1参

照）

2．調査項目および測定層

水温、塩分、透明度、水色、溶存酸素、優占植物

プランクトン、巨大海中懸濁物（通称“ヌタ”；長

さ3～10cm程度の糸状の浮遊物で、大量に発生する

と漁網の目詰まりを起こし、曳網に支障をきたすと

されている｡）の出現状況。水温、塩分の測定層は

表層と底層（海底上im)、優占植物プランクトン

は表層のみ、溶存酸素は底層のみである。

3．調査実施日

毎月中～下旬に1回予定し、計12回実施した。実

施日については表2に示した。

4．調査船

本事業報告書の1．浅海定線調査に同じ。

34°40,N34°40,N
明石明石

2，2，

洲本

34P20,N

洲本

34P20,N

c^J<＝
E

O1020m1010

図1水質監視調査定点図

表1水質監視調査定点位置

経度水深緯度St.Na

ｍ

２
０
９
３
８
３
８
８
８
３
３
３
２
５

１
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
３

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

０
４
１
７
７
２
９
７
４
３
０
０
３
７

１
１
１
１
１
２
１
１
１
２
．
２
２
１
０

〃

５
０
０
３
０
０
５
５
１
５
０
０
４
５

２
０
０
０
０
５
５
５
１
０
０
０
２
１

０
７
４
４
０
２
３
５
８
６
０
８
１
１

２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
４
２
２
２

〃

８
４
５
３
０
５
５
８
０
０
０
０
８
９

３
１
１
５
１
０
０
４
０
０
０
０
５
１

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

１
９
Ⅷ
Ⅱ
岨
過
叫
過
賂
Ⅳ
姐
凹
Ａ
２

調査結果

観測結果の詳細は付表－5に示した。調査項目のう

ち優占植物プランクトンについては赤潮発生状況調査

として詳細に述べられているので、ここでは浅海定線

調査時の結果も含めて底層水の溶存酸素について、ま

た巨大海中懸濁物（以下ヌタと称す）の発現状況につ

いて述べる。

図2に底層水の酸素飽和度の水平分布を示す。飽和

度40%以下の水を貧酸素水塊、さらに10%以下を無酸

素水塊とする。1997年に初めて貧酸素水塊が出現した

のは6月3日で、例年並みの時期だった。初めの発生

海域は西宮市沿岸域と泉大津市沿岸域、つまり湾奥兵

庫県側と大阪府側に分かれていた。その後、7月1日

表2水質監視調査実施日（1997年）
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には大阪府側で無くなり、同15日には兵庫県側でも無くなった。8月4，6日には西宮市沖から湾央へと延

びるように再び現れ、同19日には湾奥部一帯の海域に分布した。9月3日には湾奥部から大阪府の沿岸部全

域において貧酸素水塊が分布し、中でも貝塚市沿岸と泉大津市沿岸の海域では無酸素水塊が分布していた。

9月22日には一旦消滅したものの、10月6日には西宮市沿岸海域で弱い貧酸素水塊が出現した。しかし10月

20日以降は再び出現することはなかった。図3に観測海域で空間的に平均した1997年の底層水酸素飽和度の

時間変化と平年値との比較を示す。これを見ると平均酸素飽和度は、6月までは平年並みに下がったものの、

7月には上昇し、8月上旬には平年を下回るまで下降した。9月上旬には1997年中で最も低下したが、その

後は順調に回復した。以上のことから、1997年の貧酸素化は概ね例年並みに進行し、やや早めに解消した。

また強度も例年並みと考えられた。

次に表3に船上からの目視観察による1997年1月から12月のヌタの発生状況を示す。表3によると、1997

年の発現件数としては24回の観測中10回観察された。ヌタの発生は主として冬季～春季、秋季～冬季に多い

ことが過去の調査から分かっているが、本年の発生は概ね例年通りの時期だった。

表3目視観察による1997年の大阪湾におけるヌタの発現状況

観測時の

赤潮発生

有無

ヌタの発現があり

かつ赤潮の発生か

あった定点

ヌタの

発現

定点数

月日 発現定点 透明度
m

０
４
０
４
０
４
０
４
０
４
０
４
０
４
０
４
０
４
０
４
０
４
０
４

２
１
２
１
２
１
２
１
２
１
２
１
２
１
２
１
２
１
２
１
２
１
２
１

／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／

３
０
０
３
川
３
０
０
０
０
０
０
２
０
０
０
０
０
５
４
Ⅳ
Ｍ
Ⅳ
０

鉦
有
鉦
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
鉦
鉦
鉦
鉦

８
４
１
７
９
６
２
３
６
７
６
５
０
５
６
５
７
２
３
０
３
８
９
３

２
２
５
３
３
３
２
２
２
１
２
３
４
１
２
２
３
２
３
３
４
３
２
５

1月9,10E

20E

2月5,6E

18E

3月4,5E

25E

4月8,9E

21E

5月6,7E

19E

6月3,4E

16E

7月1.3E

15E

8月4,6E

19E

9月3,.4E

22E

10月6,7E

20E

11月4,5E

20E

12月1.4E

17E

St.5,7,8

St、9-11

St.2-4,9,10,12,14-16,20

St.2',12,15

St.9,10

9，10，12

10,12

6，9－20

9-19,A

12-16,18,2(

St.4,5,

St、2',9,

St.1-4,

St.1,2',

St.1-10,

1）ヌタの発現定点数：分母は観察した総定点数、分子は目視観察によりヌタの発現がみられた定点数。

2 ） 透 明 度 ：湾奥及び東部海域の平均値
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図2底層水の酸素飽和度（％）水平分布の変化

（薄いハッチ40％以下、濃いハッチは10%以下を示す）
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図3底層水の平均酸素飽和度（％）の変化
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4．赤潮 発生状況調査

山本圭 吾

この調査は、大阪湾での赤潮の発生状況を早期に把握し、漁業被害を未然に防止することを目的として、

昭和48年から水産庁の補助を受け実施しているものである。

なお平成7年度からは「貝毒成分・有害プランクトン等モニタリング事業」の一環として実施している。

調査の方法

赤潮の発生状況の把握は主に水産試験場調査船での目視および採水調査により行った。

調査回数は赤潮の多発期である5～9月には概ね週1回、それ以外の月には月2回程度実施した。また、

赤潮の判定については水色、透明度、細胞数等から総合的に判断した。

調査結果の概要

平成9年の大阪湾における赤潮発生状況（大阪府立水産試験場確認分のみ）を表1、表2、および図1に

示した。平成9年は、昨年より5件多い年間計22回の赤潮の発生が確認された。このうち、7月15日に確認

されたC加伽"el〃〃､α""αを主とするC加伽"g"tz属による赤潮(Na14)では養殖ハマチ約20,000尾が蕊死す

る被害が発生した。大阪湾で同属による赤潮が確認されたのは昭和62年以来10年ぶりのことである。継続日

数では5日以内の短期間のものが半分以上を占め、31日以上の長期間継続した赤潮は1件のみであった。

赤潮構成種で見ると昨年より1種多い計14種が確認され、珪藻類が全件数の半分、発生期間の大部分を占

めた。最も発生件数の多いのは珪藻の雛ele加犯emacosm加加で、複合赤潮を含め計8件が確認された。その

他の種ではNりc"〃casc加刷""ŝ Chaetocerosspp.、ルリrocentrumtries伽""､などの赤潮が多く見られた。

発生面積、継続日数の面から本年の代表的な赤潮と考えられるのは昨年同様、S.cos如加"で、複合赤潮と

して出現したものも含めると計8回（赤潮Na1,2,9,15,21,で第1優占種、11,17,20で複合赤潮の

構成種）赤潮を形成していた。

また、平成7年に大規模な発生がみられ、平成8年においても赤潮が確認された渦鞭毛藻のGym-

"0〃"〃"2〃､娩加0伽は、C加加"el"属の発生後、若干の増殖が見られたものの赤潮の形成には至らなかっ

た。一方、過去には多く見られたものの近年局所的な発生にとどまっていたラフイド藻のHなたrosigma

α伽s"畑0の赤潮は件数としては1件のみであったが、広範囲にわたって赤潮を形成していた。10月23日から

11月7日かけて確認されたMeso〃"伽〃〃6〃畑は通常夏期に見られることが多い種であるが、本年は秋期

の発生で、また範囲も瀬戸内海東部海域の広い範囲で確認されていた')。またこのとき発生海域において極

端な栄養塩濃度の低下が観察された。

文 献

1）水産庁瀬戸内海漁業調整事務所：平成9年11月瀬戸内海の赤潮，（1997）
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番 号 発 生 時 期 灘名

11.20 大阪湾

22.18～5.6大阪湾

表1平成9年の赤潮発生状況

発生海域 赤潮構成種

･西宮市～泉佐野市に雛g〃わ"g"zacOs施如"

かけての沿岸域

･西宮市～堺市にかけ

ての沿岸から沖合域

･堺市沿岸域

･西宮市～堺市にかけ

ての沿岸域

･明石海峡東部、紀淡

海峡北部、湾最深部

を除く大阪湾全域

･六甲アイランドと泉

佐野市を結ぶ線以東

･堺市～泉大津市にか

けての沿岸および岸

和田市の沖合域

雛g陀加"g"αcosta如沈

漁業被害

なし

なし

備考

最高細胞数

1.01×10<cells/m

最大確認面積
380krf

最高細胞数

6.26×lO'cells/nrf

最大礎認面積

1.0401tf

3 3．4 大阪湾・大阪湾南西部海域Ⅳりc"〃“Sc伽〃ん"s なし最高細胞数、最大確認面積は不明

43．25 大阪湾・西宮市沿岸域

55．6 大阪湾

65.19～5.26大阪湾

75.26～6.9大阪湾

･六甲アイランドと阪

南市を結ぶ線以東

（堺市沿岸を除く）

･堺市～泉佐野市にか

けての沿岸から沖合

域

･和田岬と泉佐野市を

結ぶ線以東

･西宮市～泉佐野市に

かけての沿岸域

･大阪湾東部海域とそ

こから舌状に淡路島

にのびた海域

･神戸市沿岸～泉大津

市にかけての沖合域

Heterocapsat”"α、 なし

丹℃mcg"/〃加加加j加況加 なし

Ⅳ"zschiapungens
雛e〃われg"ams〃加加

なし

I〃97りsigmαα加s"伽0 なし

最高細胞数

9.00×Wce¥¥s/m&

最大確認面積

120krf

最高細胞数

2.85×10*cells/m

最大確認面積

390kiif

最高細胞数

7.81×10*cells/m

最大確認面積

520ktf

最高細胞数

9.20×lO*cells/m0

最大確認面積

650krf

86．3 大阪湾・空港島沖合域 Ⅳりc"〃“sα"〃〃"s なし最高細胞数、最大確認面積は不明

96．3～6.16大阪湾

106.16 大阪湾

116．23 大阪湾

･西宮市～堺市にかけ

ての沿岸域

･堺市沿岸～泉佐野市

沖合域

雛g〃われg"acostaj"" なし

･神戸市～西宮市にか丹切り“"j〃"triest加況"なし

けての沿岸域

･西宮市沿岸を除く大

阪湾東部海域

月℃7℃“"ｵ畑加tnes""""

Prorり“"/〃加加z“"s

雛g〃われg"α”Sm加加

C加etocer℃sspp．

Rhizoso〃"なﾉｼ廼伽s伽α
（複合赤潮）
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なし

最高細胞数

4.48×10<cells/m

最大確認面積

290krf

最高細胞数

1.08×10*cells/m

最大確認面積

210krf

最高細胞数{Chaetocerosspp.)
5.02×10*cells/me

最大確認面積

570krf



番号発生時期 灘名 発生海域

127.1～7.15大阪湾 ･西宮市沿岸域

･堺市～泉大津市にか

けての沿岸域

137．1

147．15

大阪湾・空港島沖合域

大阪湾 ･堺市沖合域および阪

南市～岬町にかけて

の沿岸域

157.15～7.22大阪湾 ･泉大津市～泉佐野市

にかけての沿岸およ

び阪南市沖合域

･和田岬と岸和田市を

結ぶ線以東

167．22 大阪湾・空港島沖合域

178.4～8.26大阪湾 ･明石市と泉大津市を

結ぶ線以東

･西宮市沿岸を除く和

田岬と岸和田市を結

ぶ線以東

･泉佐野市沿岸を除く

大阪湾東部海域

･六甲アイランドと岸

和田市を結ぶ線以東

189．3

199．3

209．22

大阪湾・西宮市～岸和田市に

かけての沿岸域

大阪湾・岬町沿岸域

大 阪 湾 ・ 泉 大 津 市 沿 岸 域

2110.6～10.20大阪湾 ･神戸市～西宮市にか

けての沿岸域および

泉大津市～泉佐野市

にかけての沿岸域

･西宮市沿岸域

2210.23～11.7大阪湾・岬町沿岸域

・阪南市沿岸域

赤潮構成種

乃wりcentrummicans
●

Ⅳoc"ん”Sc"〃ﾉ〃"s

助α伽"ellamαだれαを主と

するC加伽"ellam

雛g〃われg"､α勿s〃加沈

雛e彪勿"emacosta如加

Z流α〃ssiosiraspp.

Ⅳbc"〃casci""/〃"s

雛g〃わ"emacosta如加

Z乃α血ssiosiraspp.

C〃αetocerosspn.

（複合赤潮）

Lゆゎn>ﾉ加吻〃s血"icus

雛g〃われg"､α“sな〃"

漁業被害

なし

備考

最高細胞数

9.12×WceWs/mfl

最大確認面積

ISOkrf

なし最高細胞数、最大確認面積は不明

あり

なし

最高細胞数

4.44×Wce¥¥s/vd

最大確認面積

140krf

最高細胞数

4.06×lOcells/in0

最大確認面積

460W

なし最高細胞数、最大確認面積は不明

なし

なし

最高細胞数{Chaetocerosspp.)

4.59×10<cells/me

最大確認面積

SSOktf

最高細胞数

3.00×Wce¥¥s/M

最大確認面積

290krf

丹切り“"/畑加かies"""" なし 最高細胞数

1.21×WceWs/vd

最大確認面積

20ktf

助e〃われg"､α”s〃如加

Z加地ssiosiraspp.

C〃αetocerosspp.

（複合赤潮）

雛e彪加"g"αCOS趣如”

M2sO戒"ﾉ"加池6〃"

なし

なし

最高細胞数(C〃αetocerosspp.)

3.66×WceWs/mH

最大確認面積

60kiif

最高細胞数

1.68×lO<cells/m0

最大確認面積

300krf

最高細胞数

5.80×10*cells/m

最大確認面積は不明

※「発生海域」は発生期間中に確認されたすべての海域を表すもので、図2の「最大確認海域」とは異なる場合がある。

※大阪府立水産試験場確認分
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表2平成9年発生赤潮の総括

年間の発生件数を次により集計する。

1．発生継続日数別赤潮発生件数

計31日以上発生期間5日以内 11～30日6～10日

発 生件数 2213
一
四
一
一
ヶ
｜
一
一
一
一

うち漁業被害を伴った件数
｜
《
一
ｍ
一
叩
一
》

《
一
ｍ
一
ｍ
一
〉

》

2．月別赤潮発生確認件数

1月2月3月4月5月6月7月8月9月10月11月12月計月

実件数11203 4 5 1 3 2 0 0 2 2

内漁業被害件数0000001000001

延べ件数113145513210

内漁業被 害件 数0 00000100000

実件数とは、ある月に新たに発生した赤潮の件数を、延べ件数とは、ある月に出現した赤潮の件数を示す。

3．赤潮構成種別発生件数

赤潮構成種名

雛eん加nemacosta如加

Noc"〃“Sc伽"/〃"s

C加g加“γひ5Spp.

2℃”Ce"ｵ〃加加ES"""”

Z物α〃ssiosiraspp.

丹切り“"t〃"、加2”"s

Nitzsc"わ""gens

月ひ”“〃〃"”3"z”"”

赤潮構成種名

H珍彪rosigmααたs"伽0

Hなたrocapsat向"etm

R"た0sO""麺/う昭"iss"α

C加加"ellaspp.

Lゆゎcylindrus血"jCHS

Meso〃"〃”〃6〃加

発生件数

8

4

3

3

2

2

1

1

数件生発Ⅲ
ｌ
１
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
’
８

恥
－
９
｜
加
一
Ⅱ
｜
岨
一
過
一
Ｍ

計 30

※赤潮構成種別発生件数が継続日数別又は月別発生確認件数より多くなるのは2種類上の優占種よりなる混合赤潮の発生に起因する。

4．月別、赤潮構成種別発生確認件数

種名1月2 月 3 月 4 月 5 月 6月7月8月9月10月11月12月計

助e陀加"e"”COS"〃〃 1 111121111 11

T吻吻sswsirasm.
勺
■
■
■
■
一
一

口
ロ
○
○
口
《

Ⅳbc"伽､Sc伽"肋"s
の
言
一
色

『
Ｉ
ユ

C伽etocerosspp.
『
酉
■
■
４

勺
日
■
▲

Rhizosoleniatｹ哩燃s加a

L幼勿qﾉ伽吻ws血"畑s
勺
■
■
■
■
一

Nitzsch〃〃'昭"@s

丹wり“"伽"〃加加加､"〃

丹切り“"伽"､/池s伽""、
（
一
一
口
一
一
一
匹
一

Bり”c醜加"､加加"s 11
一
，
一
″
’
二
《
一

C加加"ellaspp.

馳彪､s屯"､αα伽sﾙ畑0 11

Heterocapsaj"〃畑

』んso伽加’@畑6加加 11

計 11314953621036
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図1赤潮発生海域図（最大発生確認海域）
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丹り仰偲"航"〃オries"""加

月り刈陀"伽‘〃 〃”〃〃5
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C肋g加陀叩sspp

R"伽soん"わん“/iss伽a
(複合赤潮）

図1赤潮発生海域図（最大発生確認海域）続き
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図1赤潮発生海域図（最大発生確認海域）続き
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図1赤潮発生海域図（最大発生確認海域）続き
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5．赤潮予察調査

山本圭吾・中嶋昌紀

本調査は、大阪湾における赤潮多発期の環境因子と植物プランクトンの出現状況を調査して両者の関連'性

を検討することにより、赤潮予察手法の確立を図り、漁業被害の未然防止と軽減対策の一助とするものである。

調査方法

1．調査定点：大阪湾（図1、表1のとおり）

2．調査期間と実施月日：1997年4月～11月の計

8回（表2のとおり）

3．調査項目と観測層：表3のとおり

135T 135*20'E

大阪

_琵琶鞘
St.8st.idt

St,7．。●、r
St､51

岬･‘澱

3440'N¥明石

堺

泉大津

調査結果

1 ．気象

1997年4月～11月の海況に影響を及ぼす気象

の概要は大阪管区気象台資料によると以下のと

おりであった。各項目について、図2（気温)、

図3（降水量)、図4（全天日射量）に示した。

1）気温：4月以降の気温は、4月～5月中旬

までは平年並み～かなり高めと高め傾向で推

移し、5月下旬にかなり低めに落ち込んだも

のの7月上旬までは再び平年並～かなり高め

で推移した。7月中旬になるとやや低めとな

り、以降は平年並み～やや低めで経過した。

2）降水量：調査期間中、月別では7月が最多、

10月が最少であった。また、本年6月は記録

的に降水量が少なく、6月としては観測開始

以来第3位(59inm)の小雨であった。これを

旬別に見ると、降水量が最多であったのは7

凝鷺』
N

牛
洲宅1
3420'

★は詳細な調査を行う点

一

コ 10 20km
ザ．‐

0 10

図1調査定点図

表1調査定点

定点 緯度 備考経度

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
Ⅱ
ｎ
週

◆
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

。
◎
。
⑥
。
◎
．
。
◎
。
◎
．
。
◎
◎

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

Ｊ
″
″
グ
Ｆ
″
〃
〃
〃
７
〃
ノ
｜
Ｆ

８
５
４
０
５
８
４
０
０
０
５
０
３

３
１
１
１
０
４
２
０
０
０
０
０
５

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

画
グ
《
〃
二
Ｆ
一
″
ケ
一
″
一
ク
一
ク
一
ク
一
〃
グ
ニ
ニ
グ
ニ
ロ
ロ
ロ
ク

０
１
４
７
９
７
１
４
０
３
２
０
７

１
１
１
１
１
１
１
１
２
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○
○
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○
○
○
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垂
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二
一
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、
一
一
一
〉
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一
画
）
句
一
Ｊ
旬
一
、
〕
’

１
０
《
１
Ⅱ
ユ
可
０
０
《
勺
Ⅱ
ユ
勺
Ⅱ
ユ
勺
０
０
《
で
Ⅱ
ふ
ぐ
ｌ
ユ

一
一
一
一
一
一
一
一

１
１
１
１
１
１
１
１

調査項目 観測層m

天候、雲量、風向、風力

水温*、塩分掌、透明度、水深、水色

DIN、DIP、

（クロロフィルーa)

(DO)

（採水プランクトン）

気
海
水

象
象
質

*o.5m間隔

0,(5,10),B-lm
(0,5,10,B-lm)
(0,B-lm)

(0,5,10,B-lm)プランクトン

注）（）内は詳細な調査を行った3点のみ
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月中旬の128.5mmで、以下降水量の多かった

のは8月上旬、4月上旬、9月中旬であり、

8月上旬には旬総計で100mmを超えていた。

逆に少ないのは4月中旬、8月中旬、8月下

旬、10月下旬であり、特に4月中旬、8月中

旬、8月下旬には降雨力認められなかった。

3）全天日射量：旬別平均で見ると、日射量

の最も多かったのは4月中旬の20.4MJ/irf

であった。次いで8月中旬の20.1MJ/irf、

8月下旬の19.8MJ/㎡、6月下旬の19.5

MT/㎡であった。逆に少なかったのは11月

下旬の6.5MJ/㎡であった。

2．海象

1）透明度：図5に調査期間中における透明

度の推移を示した。4月以降、透明度の平

均値（大阪湾20点平均）が最も高かったの

は11月で4.8m、次いで7月の4.4mであっ

た。また、最も低かったのは4月の2.8m

であった。これを平年の傾向と比較すると

平年値では最も低くなる7月に比較的高か

った以外は平年より低くなっており、概ね

低め基調で推移していた。

2）水温、塩分：図6に水温、図7に塩分の

推移を示した。表層水温は、5月まではや

や高めから甚だ高めで推移し、特に5月上

旬には平年より2.4℃も高かった。その後

は9月にやや高めであった以外は高め基調

の平年並みで推移していた。一方、底層で

は6月までは平年並みからやや低め、7月

以降は平年並みからやや高めで推移し、9

月上旬に最高値に達した。塩分は、表層で

は4月に上旬の降雨の影響によるものと考

えられる低い値を示していたが、その後は

6月までやや低いものの平年並み、7月に

はやや高めとなった。8月になると4月と

同様7月中旬から下旬にかけての降雨の影

響と思われる塩分の低下が見られたものの、

以降高め基調の平年並みで推移した。一方、

底層では低め傾向であるもののほぼ平年並

みで比較的変動が少なく安定していた。
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3 ．水質

1)DIN:図8に13点分のDIN濃度の表、底

層別平均値の推移を示した。表層で平均値が最

も高かったのは4月で34.07/<g-at/4を記録し

た。これは気象の項で示したとおり上旬に降っ

た降雨の影響と考えられる。逆に平均値が最も

低かったのは8月で1.38g-at/4であった

（8月上旬の降雨は調査後であった)。一方、

底層では表層に比べると変化は少なく10

ug-Wl前後の値で推移していたが、8月に

18.98//g-at/と濃度の平均値は上昇していた。

図9に詳細な調査を行った3点における層別の

値を示した。紀伊水道に近いSt.1ではDIN

濃度は4月に表層で若干高い値が見られたもの

の全般的に低いレベルではあり、特に7月まで

と11月は全層において低レベルであった。湾奥

のSt.9では5m以深の層が浅い層から深い層

になるにつれDIN濃度は低い値を示していた

巨
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80
が、表層では7月までと10月以降はDIN濃度が4

層中最高、逆に8月、9月は4層中最も低濃度と変

化が大きかった。湾中部のSt.4では規模は小さい

もののSt.9とほぼ同様の変化を示した。
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2)dip:図10に13点分のDIP濃度の表、底

層別平均値の推移を示した。表層で平均値が最

も高かったのは11月で1Mug-at/S,を記録し

た。また、DINと同様7月には若干値の上昇

が見られた。逆に最も低かったのは5月および

8月で0.12ug-at/であった。一方、底層では

9月まで増加を続け、9月に最高値1.77

ug-at/lとなった後減少した。図11に詳細な

調査を行った3点分の層別の変化を示した。紀

伊水道に近いSt.1では8月、9月に5m以深

の層で濃度の上昇が見られたが表層では調査機

関全般にわたって低レベルで推移した。また、

湾中部のSt.4でも変化は小さかったが、やは

り8月の底層で濃度の上昇が見られた。一方、

湾奥のSt.9では他の点と比較して変化が大き

く、特に底層では6月から9月まで2ug-a.t/It

を超える濃度であった。

3）クロロフィルa:図12に詳細な調査を行った

3点分のクロロフィルa濃度の変化を示した。

層別に見ると、各定点ともクロロフィルa濃度

は表層でもっとも高く、深くなるにつれて減少

していく傾向が見られた。定点別には紀伊水道

に近いSt.1では変化は小さく濃度も20ug/t,

を超えることはなかったが、4月、6月、8月

には表層で10i/を超える比較的高い濃度で

観察された。St.4では4月に表層で31.41

milであった後、5月にはU6.20ug/S,と調

査期間中最高値を記録した。その後の7月にも

37Mug/Aと高濃度のクロロフィルaが観察

された。一方、St.9ではSt.4の5月ほどでは
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図11層別DIPの推移

ないものの4月以降8月まで5Wを超える高濃度が続き、8月には表層で同定点においては期間中

最高の110.3Wを記録した。

4)DO:図13に3点におけるDO(表層、底層）の飽和度の変化を示した。各定点とも表層では調査期

間のほとんどで90%～100%を超える値で推移し、90%を下回ったのは湾中部のSt.4で7月(63.4%、

11月（89.9％）の2回のみであった。特にSt.4ではクロロフィルaが最高値を示したのと同時期の5

月に282.1％と期間中最高値を記録した。一方、底層では表層と比較すると全般に低い値であり、特に

湾奥のSt.9においては6月から9月にかけて20%以下の貧酸素状態であった。
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図12Chi-aの推移

4．植物プランクトンの出現状況

本調査時に出現した珪藻、鞭毛藻の主な種類（モニタリング‘情報活用事業により調査期間中に赤潮構成

種となったものとした。ただしNoc〃"casc〃"肋"sについては採水による細胞数の計数が困難であるこ

とから除外した）についての出現状況を図14に示した。

調査開始当初の4月には各海域とも珪藻類の雛ele加"g”aCOSな加m(以下、S.cos〃"”）が優占してい

た｡5月になると中部では依然S.cos如加"が多く存在していたが中部から湾奥部では、代わって渦鞭毛藻

類のProroce"ｵ〃加加加加"〃（以下、p."加加"”が増殖し（表層で最高28,475cells/m)赤潮を形成

していた。6月の調査では湾奥部では再び、S.cos如加”が増殖、赤潮を形成し、加えて中、南部でば

Hな〃0s柳zαα"as"伽0（以下、H.α肋s"伽6)が赤潮を形成していた。7月調査では珪藻類が減少してい

た中部、湾奥部では乃切℃“"航"〃加加"s(以下、P.micans)が、加えて湾奥部では6月にも赤潮を形威

していたH､α〃“"伽0が依然優勢であった。8月には一転、珪藻類のS.cosm如肌T物αﾉassiosiraspp.、

C加g加“γosspp・がそれぞれ同程度の増殖を示し、南部、中部、北部のいずれの定点においても複合赤淘

として赤潮を形成していた。9月、10月の調査では植物プランクトンは全体的に減少しわずかにS・

COS如加"が北部で優先、赤潮を形成していたが、11月になるとこれも減少し、赤潮は消滅していた。
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G・赤潮対策技術開発試験

(瀬戸内海東部海域赤潮広域共同調査）

中嶋昌紅

この調査は、シャットネラ赤潮の初期発生機構を解明するため、瀬戸内海東部海域の水塊構造および水塊

の動きとシャットネラ赤潮の関係を調査するもので、水産庁の委託により岡山県、兵庫県、徳島県、香川県

などと共同で、1994年度（平成6年度）より実施している。本府ではこのうち大阪湾と紀伊水道との水塊分

布の変動を把握するため、大阪湾中央部から紀伊水道北部にかけての海域で得られた水温・塩分資料の解析

を行った。

解析資料

解析には図1に示す大阪湾中央部から紀伊水道北部にかけての

観測線（9定点、OS1～9におけるCTDの水温・塩分デー

タを用いた。調査は1997年6月に1回、7月に3回、8月に6回

計10回行われた。観測期間中には荒天等によりうねりが強いため

欠測になった定点もあった。

兵庫県

糞霞糞霞
｡ こ

播磨菱

0割0割

解析結果

各観測時の水温､塩分、密度の鉛直断面図を図2－1～10に示

した。紀伊水道水の影響を受けた高塩分水の目安として塩分33

psuの線を強調した。また、T－Sダイアグラムを図3－1～2

に示した。図中には大阪湾の中底層に他とは不連続な水塊が見ら

れる場合に、それを丸で囲んだ。

期間を通じての特徴は昨年度の観測結果と概ね同様である。

(1)鉛直的には海峡部に近いOS1やOS6でよく鉛直混合し、

鐸
〕S7

O頚
淡路目 Ｎ

１
“
ユ
ー
’

Ｎ
１
“
ユ
ー
’01

ウ OS8

和歌山県和歌山県

1 1

010km

1 1

010km

紀伊水道

、ユノエHｰHJwーU－1~砂延HF▽ー～で‐‐レン今ロンンリーロ、、ェ円一吟凹目‘ｰ、

図1定点図

それ以外では成層が見られる。

(2)水平的には、上中層の水温は大阪湾と紀伊水道であまり差は見られないが、塩分は大阪湾の方が低く、

紀伊水道で高い。紀伊水道の深いところには塩分34psuを超える低温・高塩分水が見られる。

紀淡海峡の強い潮流で混合した紀伊水道の水は大阪湾の底層水より重いので、大阪湾と紀伊水道の海水

交換の目安として、大阪湾底層への高塩分水の進入を見ていく。6月30日には断面内の塩分は31psu台～

34psu台と比較的差が小さく、等値線も立っているが、7月14日には大阪湾奥側(OS1から上層に低

塩分水が広がってきて塩分成層が形成された。7月22日には中底層の33psuの等値線は、7月14日にOS

6付近にあったのと比べると、OS2にまで進入している。7月26日頃に徳島県に上陸した台風9709号に

より混合されたためか、7月30日にはOS7にまで後退した。その後は8月12日まで同じ様な状況だった

が、8月18日にはOS2にまで進入した。8月21日、8月25日とゆっくり後退したあと、8月28日にはO

S4付近にまで進入した（このとき32.5psuの水はOS2付近まで達している)。

以上のことから、7月14日から7月22日の問と、8月12日から8月18日の間と、8月25日から8月28日

の間には大阪湾と紀伊水道で目立った海水交換があったと考えられた。
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図2－1水温、塩分、密度の鉛直断面図（1997年6月30日）
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図2－9水温、塩分、密度の鉛直断面図(1997年8月25日：
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7．生物モニタリング調査（漁場環境保全対策事業）

鍋島靖信・日下部敬之・大美博昭

この調査は水産庁の漁場環境保全対策事業の一環として、大阪湾のベントスや藻場などを指標とし、漁壌

環境の変化を長期的にモニタリングすることを目的として1990年から継続的に実施している。

岩

奪蕊H1
O 1 C
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表1調査時の環境測定結果1997年5月22日

観測点

海洋観測定点

観測時刻（開始）

天 候

気温。C

水深m

水質

5

浅18

12：l(）

はれ

7

浅19

13：30

はれ

1

浅2

09：42

は れ

18．2°C

41

16．7

14．7

32．41

32．87

6．2(107．6）

5．1(85.7）

17．4

砂操

黄 灰 褐

なし

44．4

16．1

14．5

12．5

4．3

（).6

7．6

3．6

0．04

3

浅8

10：50

は れ

4

浅13

13：05

はれ

６
浅

れ

８
御
は

9

浅3浅8の中間

10：20

はれ

2

浅ll

l4：（)0

はれ

10

浅8浅15の中間

11：30

はれ

11．5

21．3

12．1

26．57

32．11

12．9(233.4）

2.65(42．2）

15．2

泥

青緑灰

なし

0．3

0．5

0．2

0．0

0．2

3．8

95．0

23．0

0．27

13

19．7

12．4

29．81

31．98

8．1(145.6）

3.24(51.9）

15

泥

緑褐

なし

3．6

0．6

1．0

1．2

2．1

2．5

89．0

17．0

0．21

34

14．9

13．9

32．24

32.25

5.72(96.1）

5.53(91．1）

16．4

泥

青緑灰

な し

1．1

0．4

0．5

0．6

35．0

16．4

46．0

16.(）

0．23

14

20．5

12．8

26．94

32．23

11．06(197.9）

4．13(66.8）

14．8

泥

青緑灰

なし

0．3

0．1

0．1

（).3

（)．1

1．(）

98．1

31．0

0．5

13

20．7

12．3

29．14

32．00

9．24(168.3）

2.92(46．7）

15．8

泥

緑灰褐

なし

2．9

0．3

0．8

0．5

0．7

3．3

91．5

26．0

（).54

14．5

18．9

15．3

30．45

32．63

7．28(129.6）

5．59(94.8）

17．1

泥

宵緑灰

なし

4．6

0．9

0．6

0．4

0．7

3．5

89．3

27．0

0．35

11．5

18．9

12．7

24．61

32．23

7．73(132.8）

4.29(69.2）

14．8

泥

緑灰

なし

0．3

0．1

0．1

0．0

0．9

4．4

94．2

25．0

0．43

25

16

14．3

32．22

32.59

5.96(102.1）

5．3(88.1）

16．8

泥

青緑褐

なし

0．5

0．2

0．3

0．2

0．9

8．5

89．4

21．0

0．39

19

17．3

13．4

30．63

32．25
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15．9

泥
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粒度組成（％）

Went-Worthの粒径区分
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画
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33．35

5．16(93.6）

4．33(80.4）

23

砂礎

青緑灰

なし

31．0

17．5

18.(）

1().5

6．0

4．0

13．0

3．6
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19．8

19．3

31．97

31．92
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22．1

泥

行 緑 灰
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9().5

37．0

0．58
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表2(1)マクロベントス調査結果
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表2(2)マクロベントス調査結果

砂毛類

軟体類

甲殻類

練皮類

鍾
鈍

－55－



表2(3)マクロベントス調査結果

1997年10月15日

生物種

多毛類＆Af""6sp、

CHRY卵PETALmAE

伽fksp，

鞄mbm”“I城

伽刀恥蜘〔f"〃

鮒r伽!”IAGsk1”

7h加施鞄”血伽歴〃

Cｹamsp．

Gｹ伽旋sp．

〃“砿sp．

LJ”b7i"2油切Fwi鮒

L"が"城h昭加勉

励7"7かI岬〃sp.(AD

尚7砂加"呼吻sp.（B型）

ﾙｳ曲msp、

砂奴極岬陀祁噸血冗伽

CHAEIOPI､ERmAE

MALDANmAE

軟体類〃唾"雌鎚"伽!“

M)'ii伽f〃廊

恥0m/>昭i脳

甲殻類股肱sP．

A””'‘…"伽ﾙ皿

Mf嘩加餓尽sp．

”奴腔hg7”肱

坤奴旋hsp．

A雌7毎sp・

雌陀】”肱j蝿ﾛ蛾如或

7>f妙"”sp、

0m“w"hO加吻

練皮類＆伽0"耐""〔0物h伽

SYNAPTmAE

HOLOTHUROIDEA

魚類Cryp炊剛加圃β雌r

Ch”､禅jf(細'j"km”胸肱

GOBmAF

その他ACTlNIARIA

C皿lANTHnAE

NE班RTlNEA

分類群

多毛類

凪重湿個体数 個体数 個体数 個体数 個体数

タンザクゴカイ科

＋
｜
叩

ｱシナガゴカイ

0．11

0．03

025

0．45

0．09

0．04 0．09 叩
一
邸519 528

0．02

アシピキツパサゴヵィ

ツパサゴカイ科

タケフシゴカイ科

ホトトギスガイ

ムラサキイガイ

シズクガイ

999

004

メナガクルマエビ

ヨシエピ風

ソコシラエピ

ソコシラエピ鼠

テッボウエピ風

ナガサキキパガ二

017

004

0．0

シヤコ

オカメプンブク

イカリナマコ科

ﾅﾏｺ関

イトヒキハゼ

アカウオ

ハゼ科

イソギンチャク目

ハナギンチャク科

紐形動物門

013

013

0．03

0．01

種類数 個体数 秘類数 個体数 種類数 個体数個体数 甑類数 個体数 種類数

19以上

19未漬

19以上

19未演

19以上

19未演

19以上

19未漬

19以上

19未漬

19以上

19未漬

19以上

19未濃

H，（bit）

510．46 13 0．41 03 、
一
－
０
－
一
’
一
－
０
－
－
０
－
－
０
－
－
６

嘩
一
》
｜
癖
一
需
一
鋤
一
謂
一
》

999 17ノ

．040160．96

271

0．13

．28016

01

8．7 10 54025．041．8 1012 177．46

0.131
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表2(4)マクロベントス調査結果

1997年10月15日
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シズクガイは5月に泉大津沖のSt.4で60個体、湾奥域から空港島岸側と湾南部沖St.9に出現したが、

10月には3定点にごく少数が出現したのみであった。

チヨノハナガイは淀川河口St.5～岸和田地先St.7までの沿岸部に1～24個体が出現したが、10月に

は消滅してしまった。

ヨツバネスピオは5月に湾の北東部に出現し、多い順に泉大津沖のSt.4で423個体、神戸沖のSt.10で

372個体、岸和田地先のSt.7で154個体が出現した。10月には淀川河口St.5、堺港出口St.8、泉大津地

先St.4で519～629個体と5月より多く出現した。

ホトトギスガイは5月には淡輪沿岸で32個体、10月には空港島岸側で99個体が出現した。

シズクガイとチヨノハナガイが秋季に大きく減少あるいは全く出現しなかったのは、夏季の貧酸素水

塊の影響と考えられる。

2 ．藻場調査

1）調査時期及び調査海域

調査海域：大阪府泉南郡岬町長崎のガラモ藻場（図4）を対象とした。

調査回数：ガラモの繁茂期の5月23日と衰退期の10月14日の2回行った。

2）調査方法

本年春季の調査には航空写真を利用し、藻場全体の面積を把握するとともに、ガラモ場面積について

は現場で船外機付きボートを使用し、藻場の分布面積と生育状況を調査した。ガラモの生育密度につい

ては図5に示した5段階表示に従って目視判定し、そのほか生育水深（藻場の最深部と最浅部の水深)、

調査時の天候、水温、塩分等を測定した。藻場面積は藻場の沖だし距離を2.5万分の1の地形図に記録

し、計算した。生育水深は潮位表を用いてOP(大阪湾最低潮位）に換算した。

3）結果

調査時の天候、水温、塩分、生育密度、生育水深を表3に、ガラモの分布域を図6に示した。調査し

た長崎海岸地先は大阪府の自然海浜保全地区に指定されている岩礁地帯で、淡輪漁協と深日漁協の刺網、

定置網、たこつぼ、篭網、一本釣りの漁場として利用され、また一般府民の磯遊びや釣りに周年利用さ

れている。

本年も繁茂期の5月にシダモクが海岸沿いに10～100mの幅で断続的に生育し、総藻場面積は8.5ha.

平均生育密度は2.5（疎生）で、生育水深はOP-60cm～-450cmの範囲で、最も繁茂している水深はO

P-260cmであった。調査海面には広い範囲に密に生育する群落が散在し、海面に藻体がたなびき、長

い藻体は4m以上に及んだ。また、ウミトラノオやタマハハキモクはシダモクが生育している場所より

陸側に分布していた。ホンダワラ類の生育していない岩には5月はワカメ、カジメ、フダラク、マクサ

などが、10月にはマクサ、カジメ、アミジグサなどが多くみられた。5月にはガラモ場の東端（岬公園

観光灯台下）と中央部西側（長崎)、南西端（深日港北外堤防前）にカジメとワカメの藻場がみられた。
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B・漁況調査

石渡卓・辻野耕責・鍋島靖信・日下部敬之・大美博昭

府下の海面漁業における漁獲状況を把握するため、組合統計や標本船日誌調査、市場調査の結果を用い、

主要魚種について毎月の漁獲量を調査し、関係機関に通知した。

調査方法

調査対象漁業種類と調査地区、調査方法を表］

に示す。

1997年の概況

漁業種類別、魚種別漁獲量の推移を図1～9、

付表－6に示す。巾着網、機船船びき網（パッチ

網）は、それぞれ標本船、標本組合の1ヶ月間の

漁獲量を表し、その他の漁業種類はそれぞれの1

表1調査対象漁業種類と調査地区、調査方法

中部地区

南部地区

中部、南部地区

中部地区

中部地区

中部地区

南部地区

中部地区

隻1日当たりの漁獲量を表している。主要魚種と本年の漁況が特徴的な魚種について、概況を述べる。

【巾着網】本報9．浮魚類資源調査を参照

・巾着網は7月1日～12月1日まで出漁した。

・カタクチイワシは、10、11月に平年を上回る漁獲があったが、年間漁獲量は平年を下回った（図1，，

－2）。

・マイワシは、極めて漁獲が少なく、依然低水準の状態が続いている（図1，D-3。

・コノシロは、漁期前半に漁獲が多く、10月以降はカタクチイワシを対象としているため減少している。

年間漁獲量は、近年の高水準を依然保っている（図1，D-4)。

・サバ類は、8月に大型サイズを主体として多く漁獲されたが、9月以降にはほとんど漁獲されず、年間

漁獲量は前年、平年を下回った（図1，D-5)。

・アジ類は、8，9、11月に僅かに漁獲されたのみである。年間漁獲量は多獲された前年及び平年を大き

く下回った（図1，D-6。

【機船船ぴき網（パッチ網)】本報9．浮魚類資源調査、本報13．イカナゴ資源生態調査を参照

・イワシシラス漁は、4月下旬から始まり、漁期の初期にはカタクチシラスを主体として前年・平年を上

回った。しかし、5月の後半からは漁獲は低調となり、夏シラス漁、秋シラス漁ともに平年を大きく下

回った（図5，J-30)o

・イカナゴシラス漁は、2月24日から4月初旬まで行われ、資源量の多さと、好天により、2月は平年の

2.4倍、前年の3倍、3月は平年の1.5倍、前年の2倍と好漁であった（図5，J-31)。

【あなごかご】本報10．底魚類資源調査を参照

・マアナゴは、7月まで前年を下回り、8月以降に前年並みとなったが、漁期を通じて見ると平年を下回

り不漁傾向にある（図3，G-18,H-21)。

【さわら流し刺網】本報9．浮魚類資源調査を参照

・春漁、秋漁ともに不振で、漁期全般にわたり極めて低調に推移した。特に前年と比べて春漁の落ち込み
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が大きい（図2，F-13)。

【かれい刺網】

・マコガレイの漁獲は、2月に前年・平年を上回ったが、例年多獲される4～6月に不漁で、7月上旬に

僅かに出漁した。その後'0月まで標本船は出漁せず、’'月から出漁し、’2月には平年並の漁獲が見られ

た。年間を通して本年は著しく不漁であった（図2、E-10)。

【すずき流し刺網】本報'2．資源管理型漁業推進総合対策事業く沿岸特定資源調査（スズキ)＞を参照

・標本船はあなごかごと兼業で本年は6～9月にすずき流し刺網に出漁した。

、スズキの漁獲は、前年を上回ったものの、平年に比べると少ない（図4，1-25)。

【小型底びき網（板びき網、石桁網)】本報10．底魚類資源調査を参照

・中部標本組合（以下中部と言う）の板びき網と石桁網、南部標本組合（以下南部と言う）の板びき網の

全漁獲物の合計量は、ほぼ平年並みに推移した。中部で3月に増加しているのは主にシャコの漁獲増に

起因している（図1，A-1,B-1)。

・アジ類は、中部・南部の板びき網で1月に多く漁獲され、その他の月も平年を上回る漁獲であったが、

前年を下回った（図1、B-6,C-6)。

・シダ類は、中部の石桁網で夏から秋季に好漁で、平年を上回る漁獲となった（図2，A-8)。

・ヒラメは、漁獲高は少ないものの、冬季を中心に漁獲された（図2，A－9)。

・マコガレイは、石桁網では1月を除く月で平年を下回り、板びき網では平年の1／2以下の低調な漁獲

であった（図2，A-10,B-10,C-10)。

・メイタガレイは、各地で好漁が続いており、特に南部では近年で最高の漁獲となった（図2，A-ll'

12-13,B-ll．12．13,C-1l)。

・マダイは、小型魚を中心として、前年、平年を上回り好漁であった（図3、B-15'16．17,C-15)。

・シログチが1995年頃から増加し、2、3月をピークとし好漁であった（図3、B-19,C-19)o

・マアナゴは、前年並みで、平年を下回り全般に低調であった（図3，A-21,B-21,C-21)。

・カワハギは、前年ほとんど漁獲されていなかったが、今年は板びき網で秋、冬季に多獲され、好漁であ

った一昨年（1995年）に近い漁獲があった（図4，A-22,B-22,C-22)。

・カサゴ、メバルが中部の板びき網で急増し、特にメバルの増加が著しかった（図5、B-29)。

・ネズッポ類は、中部の板びき網で夏季に一時漁獲があったものの、前年、平年を下回り漁獲は少なかっ

た（図6，A-36,B-36)。

・ガザミは、前年は豊漁であったが、今年は多獲される秋季に漁獲が伸びず、石桁網では平年並、板びき

網では平年を下回る漁獲であった（図7，A-43,B-43)。

、ョシェビは、中部の石桁網で夏季に前年、平年を大きく上回り好漁であった（図7，A-47)。

・シャコは、各地で2，3月に平年を大きく上回る豊漁となり、特に中部では一時漁獲制限をするほどと

なった（図7，A-48,B-48,C-48)。

・小エビ類は、南部の板びき網では平年を上回ったが、中部の板びき網では平年並み、中部の石桁網で(d

平年、前年を下回った（図7，A-49,B-49,C-49)。

・コウイカが、各地で秋から冬季に好漁であった（図8，A-52,B-52,C-52)o

・マダコは、前年、平年並みの漁獲であった（図8，A-53,B-53,C-53)。

・ナマコが、中部で3月をピークとして多獲され、本調査開始以来の最高水準であった（図9，A-61,

B-61)。
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9．浮魚類 資 源 調 査

辻野耕責・榊昭彦・山本圭吾

この調査は浮魚類の漁況予報に必要な資料を収集するとともに、浮魚類の長期的な資源および漁場の動向
把握を目的として、前年に引続き実施した。

なお、この調査は「我が国周辺漁業資源調査」等の結果の一部を取りまとめたものである。

調査方法

漁獲調査および卵稚仔調査については、我が国周辺漁業資源調査実施要領等に準じた。また、漁場目視調

査は巾着網、パッチ網の操業海域および操業統数を調査船より目視で観察した。

調査結 果

調査結果は、表1（浮魚類漁獲調査結果)、表2（シラスの混獲尾数と平均全長)、表3（主要浮魚類の体

長組成)、表4（カタクチイワシ卵の出現数）および図1（パッチ網、巾着網の操業海域と統数）に示した

が、その概要は以下のとおりである。

1．漁獲量

1）主要浮魚類（サワラ、イワシシラスを除く）

巾着網標本船の1997年における総漁獲量はl,869.4tで、前年の60.5%、平年の39.7%と、前年、平年

を大きく下回った。また、本年は1網当たりの漁獲量も前年、平年を大きく下回り、大阪湾での魚群密

度が低かったことが推測される。巾着網漁獲物中、最も多かったのは前年に引き続きコノシロで、全体

の65.7％を占めた。次いでカタクチイワシ（同21.0％)、サバ類（同4.8％）であった。

魚種別には、前年より増加した魚種はカタクチイワシ（前年比9,335.7％)、マルアジ（同350.0％）

で、それ以外の魚種は全て減少し、特にマイワシ（同7.9％)、マアジ（同4.2％）の減少割合が大きか

った。また、平年との比較ではマイワシが極めて低水準（平年比1.7％)、マアジが不振（同22.3％)、

カタクチイワシはなお低水準（同33.2％）であった。一方、コノシロは前年より減少したものの、平年

比172.0％と依然高い漁獲量水準を保っている。

また、板びき網標本船でも巾着網同様マアジ漁況は低調に推移し、マアジ漁獲量は前年の28.8％、平

年の25.8％と大きく減少した。

2）サワラ

流し網標本船の1997年におけるサワラの漁獲尾数と漁獲重量は118尾、349.1kgで、前年の29.0%(尾

数)、30.0%(重量)、平年の8.8%(尾数)、15.0%(重量）と、漁獲尾数、重量ともに前年、平年を大き

く下回り、極めて低水準であった。

3）シラス（イワシシラス）

大阪府の南部に位置する漁業協同組合における1997年のシラス漁獲量は153.Otで、前年の66.5%、平

年の41.7％と、前年、平年を大きく下回った。時季別には漁期初めの4月下旬に好漁であったほかは、

漁期全般を通じて低調に推移した。秋季におけるシラス漁況の不振は近年と同様の傾向であるが、本年

は前年好漁であった春、夏季シラス漁も不振であった。この原因として、1．本年4月に黒潮の小蛇行

が紀伊水道沖を通過し、その後黒潮流路が不安定な状態で推移したため、外海域からのシラス補給量が
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少なかったことに加えて、2．大阪湾発生のシラス資源量も少なかった（後述のように5～7月の大阪

湾におけるカタクチイワシ産卵量が極めて低水準）ためであると推察される。

魚種別には漁期間中を通じてカタクチシラスが漁獲物の大部分を占めた。マシラスは4月と6月に、

ウルメシラスは6月に混獲されたが、その割合は極めて少ない。

表1浮魚類漁獲調査結果
(巾着網標本船漁獲量表） 単位:kg
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表2シラスの混獲尾数と平均全長
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表4カタクチイワシ卵の出現数
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※卵の調査定点は浅海定線調査と同じ

2．漁場目視調査

巾着網は調査期間中に2回視認されたのみであった。

パッチ網は3月～12月まで視認された。3月～4月初めにはイカナゴを対象に操業し、漁場は、イカナ

ゴの成長に伴い、湾南西部から湾北東部に移動する傾向がみられた。その後漁獲対象はイワシシラスに代

わり、4月下旬には外海からの入り込み群を対象に湾南部に漁場が形成された。5月になると主漁場は湾

南部から湾中部に移動した。このシラス漁場の湾北部方向への移動、拡大は例年みられる傾向であるが、

本年は例年と比べてやや早い時期から始まった。6月～8月には湾南部～北部の広い海域でパッチ網の操

業がみられたが、10、11月になると湾中部に、12月には湾南部に主漁場が移行した。

3．卵稚仔調査

1997年のカタクチイワシ卵の採集数は前年の23.2％、平年の29.8％と、前年、平年を大きく下回った。

特に例年卵が多数出現する6～8月に極めて少なかったのが特徴的である。（6月は前年の2.8％、平年の

5.3％、7月は前年の4.2％、平年の12.8％、8月は前年の21.5％、平年の4.3％）

なお、卵の出現は湾奥部で多く、水平的な出現パターンは例年どおりであった。
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34-40'Ŵ"S.明E耐34.40.N、明E耐 8『40．"̂v開石『ﾛ

〃

建爵、
泉佐野巾

達翻 津翻津翻
●

・・／｢剰棚
訓体巾（
－34．20．N 籾 4籾4

剛剛 卵、

1997.10．6

J

01020k m

》
島

Ｊ
肺
》
島

Ｊ
肺

1997．8．26
‐

01020km

1997．8．

ー

010

》
島

Ｊ
肺

l3rE 13ざ20．E

芦屋巾西宮巾

”6．20．E

芦屋巾西宮巾

13庁E

Ⅱ盾ﾉIn 旭古川巾尼崎巾

鱗患
尼崎、

鯵鍾｡
神戸町 炉巾

一
一

＝－毒sr4o'M"̂ 明̂石『ﾛ ＝－毒34.40.n̂v明石巾

Ｉ
●刺

帥
和
巾

大
、
堺

' ｿ

泉大津巾 泉大津巾

建霊別
泉佐野巾

撫剛
泉佐野巾

達翻 津部

卿
牛

卿
牛魚

捌
苅

泉南巾洲本市1
－34．20．脚

伽ﾛ（
－34．20．N

剛 岬町

〆
剛

1997．10．
－

010

1997．10．20
一

1020km

1997．11．

010

1997．11．4

1020k個

》
島

Ｊ
肺

”SE n35E

腿古川巾

飴、
34．40．N

Ⅲ盾jIn

一

＝－夢3r40'H"-n.明石巾34.4o､側、明石巾 明石巾

鞍 津名秘達名認達名認

泉南町

i巾

■
■
■
一
■
■
色
『
画
師

獅
》

洲本、｛
－3』．20‐脚

洲本、｛
－3』．20‐脚

岬町肝町

1997．11．

－

010

1997．121
F-＝

0 1020km

〆
訴

一
島

Ｊ
蔵
一
島

Ｊ
蔵

宮
』
一
ｍ
一
困
辛
一
四
一
叩
一

図1パッチ網、巾着網の操業海域と統数（続き）

●パッチ網、○巾着網、1点が1統を表す。
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